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2020年度の課題解決PT（４つのテーマ設定）について
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2020年度課題解決PTにおける取り組み実証について



部活動コミュニティ活動内容

「落語の話法をビジネススキルに繋げるコミュニティ」
（2020.12 ~ 2021.3 開催）



部活動コミュニティ活動内容



部活動コミュニティ活動場所

スペースマーケット保有施設 芸能花伝舎

新宿住友ビル
スカイルーム

ツクルワーク
（コワーキングスペース）



実績・アンケート結果

参加者の評価

全４回を通し、このプログラムを同僚や友人・知人に
お薦めしたいと思いますか？（11段階評価）

参加者属性
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61%

13%

← 薦めたくない 薦めたい→

参加者の74%が高評価！

開催概要

日程 ：2020年12月～2021年3月（中断期間有）
内容 ：隔週全4回。各回19時開始
参加者：西新宿在勤の12名
場所 ：芸能花伝舎 （第1回: 2020.12.2 @西新宿6丁目）

スペマ施設 （第2回: 2020.12.16@西新宿4丁目）

ツクルワーク （第3回: 2021.3.24@西新宿1丁目）

新宿住友スカイルーム（第4回: 2021.3.30@西新宿2丁目）
ジェンダー 年代

居住地

13% 13%

女
38%

男
63%

男性が63%

30代
38%

40代
25%

50代
13%

60代
13%

20代
13%

30代が40%弱、40代が25%

東京23区
75%

他
25%

他
25%

勤務地

西新宿
75%

23区内が75% 西新宿が75%



良かった点 ～参加者の声～

・貴重な交流の場を持てたことが良かった。

・西新宿に想いのある方々とのつながりができたこと。

・社外の方と交流が出来て楽しかった

・「西新宿に携わる方々と知り合うことが出来た」

・「色々な分野の方々と話し西新宿の今後が感じ取れた」

・「知り合った方々と共催事業を企画出来ると感じた」

・落語の世界に少し触れられたこと、普段会えない方との交流ができたことはとても有意義でした。

・発声の基本のみならず、話す上で、自身が解決するポイントが判りました。目から鱗が落ちました。

・プレゼンで伝える極意を学べた

・落語に触れる機会があり、プロの方から直接ご指導いただける貴重な機会だった

・落語の奥深さを知ることができた。自身の仕事に活かせるような気がしました。

・「落語の色々な面白さを知った」

・職場近く以外の西新宿の場所に行くいい機会だった

人との交流について

仕事での活用について

場所について

※原文ママ



改善点 ～参加者の声～

・コロナで途中間があいてしまったことと、第3回は懇親会ができなかったことでしょうか。

・緊急事態宣言もあり、期間が空いてしまったのは残念だった。

その間に交流したり、宿題が出たり、チャットツールなどでメンバーと学びの機会やきっかけが

あるともっと良かったのではないでしょうか。

・緊急事態宣言により、不定期の開催となり、スケジュールの調整が難しかった点。

・「特に悪い点はありませんが、1回だけの参加とかの方もいたのですが、もっと話をしたいと

思ったので、出来れば2回か3回は出席して頂けるメンバーが嬉しいですね」

・より多くの方が参加できるようになると、より良くなるかと思います。

・落語についてはもう少し深い理解と実践ができるとさらに有意義な時間になると思いました。

・特に無し。

期間について

参加メンバーについて

その他

※原文ママ



印象に残った「内容」「考え」「発言」「学び」

・最終回の大喜利が盛り上がり、とても印象に残りました。

ゴールに向けて、我々の進捗にあわせて計画的にカリキュラムを組んで頂いているように感じました。

非常にスムーズに参加することができました。

・伝えるという思いが大事。

・端的に短く。

・印象に残ったのは初めて間近に聞いた師匠のライブの落語。やりくり川柳も楽しく。

前に出て緊張しながらも話をするという体験は貴重でした

・声の出し方、相手に伝えるという気持ちを持つという事（画面越しでも）

・話すことで一番大事なのは、相手に伝えるという気持ちが大切だという事

・私は、元々声が大きいのですが、歌若師匠の凹凸を付けた話し方での印象付けの仕方は勉強になりました。

大喜利において学んだ、機転を利かせる頭の回転を仕事で役に立たせたいと思いますので、これから勉強し

てみます。

参加者の声



会場周辺の店舗・エリア・スポット利用

全４回を通し、西新宿エリア内で「初めて知った／発見した」
店舗・エリア・スポットはありましたか？

ある
75%

ない
25%

・十二社通り近辺の店舗

・懇親会のお店は、すべて初めてのお店でした

・1回目、2回目の場所は初めて知り行った場所でした

・西新宿5丁目付近の居酒屋

・西新宿に、2回目で利用したレンタルスペース

「ひらやないえ」があることは知りませんでした。

近くは、何回か通っていたのですが…。

・普段見つけられないお店にいけて体験でした。

どこを知った／発見したか 当該場所における利用金額

4000円台
80%

3000円台
20%

4000円程度の利用が中心

場所の利用度/認知度向上に
効果あり



自身の仕事との連携

全４回を通し、ご自身の仕事と連携した事業アイデアや
仕事の種となる話をメンバーとしましたか？

した
75%

しなかった
25%

・西新宿スマートシティPJ関連

・門様に、ご尽力頂き、図書館寄席を開催予定で、現在進行中です。

・ビジネス関連の事業や地域との連携

・西新宿エリアにコミュニティを作り。

自発的に運営していくきっかけづくりにはどんな仕掛けが必要か。など。

・西新宿の移動問題についての議論をしプロジェクト化につながった

話した内容

※原文ママ

仕事のきっかけ作りに寄与



生活の質（QOL）の変化

全４回を通し、ご自身の生活の質に変化はありましたか？

・スポーツ観戦など

・人目を引くYouTube動画の作り方セミナー（全くの素人向け）

・情報発信系メディア運用者のコミュニティ（SNSやオウンドメディア）

・近隣の会社の人と繋がれるコミュニティ

・ビジネスに役立つようなコミュニティ

・連携事業を進めたい方のコミュニティ

・ゴルフがうまくなるためのコミュニティ

今後あれば参加したいコミュニティ

あった
75%

非常にあった
13%

変化なし
13%

85%以上が変化ありと実感！



本プログラム(計4回)に支払いたい金額

適正だと思う金額

全プログラムを通した支払金額感度としては、約7,000円
（1回あたり2000円弱）

支払っても良い最高金額

5000~10000未満

50%

10000~15000未満

25%

~5000未満

25%

10000~15000未満

38%
15000~20000未満

13%

5000~10000未満

38%

20000~25000未満

13%

平均：7,000円
（中央：7,000円）

平均：約11,000円
（中央：10,000円）



その他、感想や意見など

・違う内容で、また芸能コミュニティに参加希望します。

・この企画を考えて頂いたNTT東日本の皆さま、本当にありがとうございました。

今後も色々と共同事業を進めさせて下さい。

・今回は若木さんにお声がけいただき、貴重な縁と機会をありがとうございました。

無料とのこともあり、参加者に声かけしやすかったのですが。

有料の方がマストで参加しますね。途中期間が空いてしまったこと。

全員でフィニッシュを迎えられなかったのが心残りです。

・キャラの濃いメンバーで、また皆さんと集まれたらとは思います。

・幅広い方々と交流の機会がもて、西新宿のコミュニティ形成につながった。

・楽しい機会をありがとうございました。 ※原文ママ

参加者の声



西新宿における芸能部活動コミュニティ実証（西新宿SC協議会：短期実証）

・実施場所の有効活用、それによる参加者への認知向上

→ 地理的に近いが、普段利用しないエリア・施設への送客と消費活動促進（懇親会実施など）

→ 草の根活動を実施し、魅力を共有できるメンバーを集める

西新宿におけるコミュニティの拡大

（西新宿SC“地域魅力創出活動”のリーダーとして実施）

・芸能にとどまらない、コミュニティ機能の醸成

→周囲を巻き込んでいく。 発信して仲間を増やす

西新宿外でのコミュニティ展開

イベント・コンテンツの企画・運営・実施による収入拡大

・現地企業や人を巻き込んだ、自走運営の仕組み作り

→関係人口を増やす

Step1

Step3 2022年度～

Step2 2021.8~2021.11

2020.12~2021.３

差別化要因

ICTを活用することで、実体験ができる

・参加者を広く巻き込める仕組みを作る

① 部活動コミュニティ形成・認知拡大

② 遠隔配信等による異なるエリアへ

プラットフォーム化による認知拡大

ふるさと納税のように好きな土地・文化等のコミュニティを体験できる

部活動コミュニティの今後の展開について



体験型
記事

・
webメ
ディア

地域おこし
協力隊

（参考）差別化マップ

ローカル度

実体験度

高

高

新聞
・

地方紙

新聞
・

全国紙

SNS

地縁的
結合団体

地域おこし
企業

差別化概況

TG

要差別化

赤枠内における東の強み

１. ICTを活用することで、実体験ができる

参加者を広く巻き込める仕組みを作る

① 部活動コミュニティ形成・認知拡大

例）現コミュニティの完遂

② 遠隔配信等による異なるエリアへ

例）西新宿別丁目や他エリアへの

拡大・連携

２. プラットフォーム化による認知拡大

～ふるさと納税のように好きな土地・文化等の

コミュニティを体験できる～

テレビ・
ラジオ

CATV
・

コミュニ
ティFM

等


